
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

参加者数：6 組 11 人  場所：学習研修室 3  

家事タスク表を書いて夫婦でコミュニケーションを図

ってもらい、お互いが感謝し、尊敬し、思いやること、認

め合うこと、伝えることの大切さをお伝えした。パパの 3

分体験も体感してもらった。 （参加者の感想） 

「生まれる前にパパと子どものふれ 

あい方を勉強できて良かった。実 

生活でもぜひ実行したいと思う」 

「夫が家で習ったことを実践して 

くれることを期待している」等。 
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ト ピ ッ ク ス 

 

 

参加者数：63 人  場所：学習研修室全体 

過去 2 回開催し、好評をいただいた講座。今回の第

１回目は、怒りの仕組みを知り、怒りの衝動、思考、行

動を意識するコツを学んだ。 

（参加者の感想） 

「怒りはあって当然。怒りに支配されずにコントロール

できると思うとうれしくなった」「自分の○○するべき！

ということが強く、しんどいところも 

あったが、緩める方法がわかって 

よかった」「繰り返しお話を聞くことで、 

少しずつ自分の中に考え方が染み 

込んでいく感じ」「身近な例を交えて 

お話してくれてわかりやすかった」等。 

 

 

◆10月 7日（日）  13：30～15：30 

場 所：参画センター 相談室 

参加費：無料   託児：あり（要予約） 

 

◆10月 11日（木)  10：00～12：00 

場 所：参画センター 学習研修室 1  

参加費：無料    託児：あり（要予約） 
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＜災害時に女性の死者数が多い理由＞ 

 災害時に見えてくる男女の差について、ジェンダーの視点

で見ていくと、どんな差があるでしょうか。 

まず、「災害時に女性の死者が多い」と言えます。内閣府

「平成 24 年版男女共同参画白書」によると、1995 年の阪神・

淡路大震災による死者数は、6,393 人、2011 年の東日本大

震災による死者数は、15,723 人です。双方とも、男性より女

性の死者数が 1,000 人程多くなっています。性差を見ると、 

ほとんどの年齢層で男性より女性の方が多くなっています。

高齢者は人口が男性より女性の方が多いですが、若年層や

中年層でも女性の死者が多いことから、震災で命を落とす 

リスクが女性の方があると言えそうです。子どもや老親の 

世話をしていて逃げ遅れた、というケースは女性の方に多い

と思われます。 

年齢別に見ると、100 歳以上の場合、女性の割合は 80%。

避難勧告が出たら、女性はすぐ行動に移し、避難所に避難

することが大事です。日頃から、避難所までの所要時間を 

計る、安全な避難ルートを調べておくことも必要でしょう。 

 

◆10月 20日（土） 13：30～15：30 

場 所：参画センター 相談室 

参加費：無料     

 

 

◆10月 30日（火） 13：00～15：40 

★香川県の防災の現状について 

講師：岩原廣彦さん（香川大学客員教授） 

★基調講演「女性・多様な人々の視点を生かした災害対策と 

防災体制」 講師：池田恵子さん（静岡大学教授） 

場 所：サンポートホール高松 第１小ホール 

企画・運営：香川県婦人団体連絡協議会 TEL：087－831－8580 

講 師：  

場 所：参画センター学習研修室 3 

参加費：無料     定 員：人 

 

 

 

 

     

 

 参加者数：6 人  場所：学習研修室 3 

（参加者の感想） 

「今回のように社会で話題になって 

いることを英語で学んでみたい」 

「セクハラについてあまり考えること 

がないので、よい機会になった」等。 

 

 

◆10月 6日（土） 13：30～15：00 

内 容：アンガーマネージメント講座 「スッキリ編 

～自分も相手も大切にする気持ちの上手な伝え方」 

講 師：谷川由紀さん（（一社）日本アンガーマネージメント

協会ファシリテーター） 

場 所：参画センター学習研修全体 

参加費：無料    

定 員：50人 

 

 

＜災害の影響を受けやすいのも女性＞ 

 被災者の状況調査では、ストレスや困りごとは女性の方が

多くなっています。プライバシーが保てない、トイレが少ない

等。避難所の女性トイレは、男性の 3 倍必要というの 

が国際基準ですが、日本でそれを満たしている避難所はほ

とんどありません。 

また、防災会議の女性比率は、女男比が 1：9 という県が

いまだに大半です。被災者のニーズをくみ取るためにも、女

性委員の比率が高まることが必要です。 

（参考資料：We Learn） 

        

参加者数：34 人  場所：学習研修室 3 

企画：日本ＢＰＷ香川クラブ 

「私と仕事・職業」というテーマで、自己ＰＲや社会活

動等について、日本語で発表した。  

（参加者の感想） 

「私は、まだ１７才の高校生ですが、 

自分もできることを見つけていこう 

と、力がみなぎった。これからも社会 

に対する視野を広げていきたい」等。 

 

 
 

 

 

★ＧＧＧＩ 114 位／144 か国中！―女性の政治参画を

すすめよう！― 

★カイロプラクティックで健康に！ 

★ココぺリアンブラス演奏会♪ 

★地域コミュニティの自立と活性化 

★家計簿をつけてみませんか！～家計簿をつけて 

教育費や老後に備える～ 

★ダイバーシティカフェ（コーヒー、お菓子等の 

販売と交流） 

★お父さんとお菓子を作ろう！ 

★子どもとのつき合い方～多様な個性に学ぶ～ 
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映 画  

●ハンセン病問題の早期解決をめざして 

「講演と映画のつどい」 

●ドキュメンタリー映画 「被ばく牛と生きる」 

●「いただきます～みそをつくる子どもたち～」上映会 

●映画「土と育つ子どもたち」～子どもが子どもとして自由

に豊かな心を育んでいく記録映画～ 

ワークショップ  

★沖縄と怒りと悲しみを共に！基地なき県に我らは住みて 

★親・教師のための LD・ADHD・アスペルガー対応講演会

～ロールプレイで演じ、解説～ 

★表現にチャレンジ！ 

★「“どないして行くん？”○○へ」 

 

 

     

       

  参加者数：12 人  場所：学習研修室 2 

（参加者の感想） 

「皆さんの意見が参考になった。長 

生きするには努力が必要ですね！」 

「講師の専門的なお話や皆さんの 

日頃の努力を伺い勉強になった」等。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 


